
九小学校だより
館林市立第九小学校

学校だより 第６号

令和３年１１月８日

(TEL 72-4071 FAX 72-4015)

学校公開～渡瀬地区防災訓練と合同の防災学習を実施～
１０月２３日（土）の学校公開では大変お世話になりました。保護者の皆様にも地震体験や煙道

体験を行っていただきました。地域の方、児童・保護者の皆さん総勢５００人以上が参加した防災

訓練となりました。コミュニティ・スクール～地域とともにある学校～として防災訓練を合同で行

うことができたことを大変うれしく思います。渡瀬地区自主防災訓練実行委員の方々、消防署員の

方々、市安全安心課職員の方々をはじめたくさんの方々にお世話になりました。ありがとうござい

ました。

地震体験 消火訓練

児童の感想より 児童の感想より

震度７の体験はドキドキしました。縦揺れだ 消火訓練では、消火器の使い方の手順を

ったので体が弾むようになりました。何かに捕 忘れてしまいあわてました。何が起こるか

まっていないと危ないと思いました。急に震度 分からないので確認をして使えるようにし

７の地震が来たら何もできないと感じました。 ておかないといけないと思いました。

煙道体験 避難所開設訓練

児童の感想より

煙で前が全く見えなくて本当は距離が短いの 児童の感想より

にとても長く感じました。低い姿勢で進みまし ダンボールベットは意外と短時間で簡単

た。口や鼻にハンカチをあてたり壁にそって歩 にできてました。ダンボールベットは、ダ

いたりするとよいことを知りました。家でも警 ンボールなのですぐつぶれてしまうと思っ

報器をチェックしたいと思いました。 たけれど、とてもがんじょうで驚きました。



防災倉庫見学 緊急車両見学

児童の感想より

災害の時には食料、水、ライトなどたくさん 消防署の方に

のものが必要になることが分かりました。倉庫 救急車や消防車の説明をしていただき、低

には非常食が５年間ストックされていると知り 学年の児童は車両に乗っての見学ができま

ました。家にも準備しようと思いました。 した。

防災ワークショップ 引き渡し訓練

３校時の防災の授業では、市の安全安心課 ここ数年、全校の訓練では体育館や教室

の方からお話をしていただき、後半は「こ での引き渡しを行ってきましたが、今回は

んなとき、どうする？」を考える○×ゲー 校庭を使って引き渡し訓練を行いました。

ムを行いました。究極の選択に、子ども達 子どもたちは整列して保護者の皆さんを待

は悩みながら答えを一生懸命考えていまし っていて、自分の番になるとほっとしたよ

た。 うな顔になるのが印象的でした。

水害の場合の避難は一小・一中へ
渡瀬地区は、大雨や渡良瀬川の増水により水害が予想される地域です。渡瀬地区の防災会議等で

も避難経路や避難場所について検討し、「いち早く逃げるぞ！わたらせ」という冊子を作成し配付

しています。学校公開の際にも避難の仕方や避難経路についてのお知らせをお配りしました。第九

小学校は、地震の際の避難所にはなりますが、水害の時の避難所にはなりません。水害の際は第一

小学校や第一中学校が避難所になります。避難の場所としては、標高の高い場所にある親戚や知人

の家をまず考えるとよいそうです。非常時のことについて家族で話し合う機会を設けましょう。

※児童が学校にいる際に水害が予想された場合、状況によっては第一小学校に移動し引き渡しにな

ることがあります。その際は Home＆ Schoolでお知らせしますのでご確認ください。


